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宮城県救急医療情報システムに関するアンケート 

 
１ アンケート概要 

（１） 目的 
宮城県救急医療情報システムは，運用開始以降，機能を追加しながら運用してきたが，大幅な見

直しを行ってきていなかった。そこで，機能全体の見直しを検討するため，システムの利用登録機

関を対象に，現在の利用状況や見直し後の機能等に関するアンケート調査を行ったもの。 
（参考資料１）宮城県救急医療情報システムについて 
（参考資料２）宮城県救急医療情報システムに関するアンケート（医療機関用） 

（２） 対象機関 
１５３医療機関 １１消防本部 

（３） 実施期間 
令和元年７月１９日から８月３０日まで 

（４） 回答率 
５３．７％（８８機関） 
 

２ アンケート結果 

（１）救急応需情報提供機能 
 Ｑ１ 入力頻度はどのぐらいか。 
  
 
 
 
 
 
 
 Ｑ２ 照会頻度はどのぐらいか。 
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Ｑ２① Ｑ２で照会すると答えた機関に質問。どのようなときに利用するのか（複数回答可／回答機関

数１９）。 
 
 
 
 
 
 
 
Ｑ２② Ｑ２で照会すると答えた機関に質問。どの医療圏を検索するか。 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ｑ３ 現在の機能のうち残すべきと考える機能は何か。（複数回答可／回答機関数８８） 
 

 
 
 
 
 
 

 
Ｑ４ 機能を廃止した場合，業務上の支障が生じることはあるか。 
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Ｑ５ Ｑ４で「あり」と答えた機関に質問。「あり」の理由は何か。 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ｑ６ 救急応需情報提供機能に追加すべきと考える機能，改善すべき機能は。 
 （医）リアルタイムで相手病院及び医院が見てもらえないので、電話・ＦＡＸ連絡になっている。 
 （消）リアルタイムな情報の更新が必要と考える。 
 
（２）特殊診療情報照会機能 

Ｑ７ 照会頻度はどのぐらいか。 
 

 
 
 
 
 
 

 
Ｑ８ 現在掲載している情報のうち，残すべきと考える情報は何か（複数回答可／回答機関数８３）。 
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Ｑ９ 機能を廃止した場合，業務上の支障が生じることはあるか。 
 

 
 
 
 
 

 
Ｑ１０ Ｑ９で「あり」と答えた機関に質問。「あり」の理由は何か。 
 

 
 
 
 
 
 

Ｑ１１ 特殊診療情報に追加すべき機能やカテゴリー，改善すべき機能は。 
（消）対応施設一覧のみ閲覧できるようになっているため対応可能等の情報があれば効果的と考える。 

 
（３）後方病床照会機能 
 Ｑ１２ 入力頻度はどのぐらいか。 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ１３ 照会頻度はどのぐらいか。 
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Ｑ１４ 入退院調整者一覧の閲覧頻度はどのぐらいか。 
 

 
 
 
 
 
 

Ｑ１５ 現在の機能のうち残すべきと考える機能は何か。（複数回答可／回答機関数８２） 
 

 
 
 
 
 
 

Ｑ１６ 機能を廃止した場合，業務上の支障が生じることはあるか。 
 
 
 
 
 
 
 Ｑ１７ Ｑ１６で「あり」と答えた機関に質問。「あり」の理由は何か。 
  
 
 
 
 
 
 
 Ｑ１８ 後方病床情報に追加すべき機能，改善すべき機能は。 

（医）機能を追加しても、医療機関とのやりとりは必要な為、現行のままでかまいません。 
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（４）災害時医療情報提供機能 
 Ｑ１９ 訓練や災害発生時に自院情報を入力・報告する基本ツールは何か。 
 
 
 
 
 
 
 
 Ｑ２０ 訓練や災害発生時に自院以外の医療機関情報を閲覧・共有する基本ツールは何か。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２１ 宮城県救急医療情報システムには EMIS にはない独自の入力項目があるが，残すべきと考える

入力項目はあるか。（複数回答可／回答機関数５７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｑ２２ 宮城県救急医療情報システムには EMIS にはない独自の機能があるが，残すべきと考える機能

はあるか。（複数回答可／回答機関数５２） 

  

 

 

 

 

  

35

23

33

0 5 10 15 20 25 30 35 40

県システム

EMIS

その他ツール

36

22

28

0 5 10 15 20 25 30 35 40

県システム

EMIS

その他ツール

44
23

28
21

19
17

18

0 10 20 30 40 50

フリーコメント
けが人

応援依頼
燃料用ガス

エレベーター
けが人
重要度

39

31

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

メーリス

掲示板



7 
 

Ｑ２３ Ｑ２１の入力項目及びＱ２２の機能を廃止した場合，業務上の支障が生じることはあるか。 

  

 

 

 

 

 

 Ｑ２４ Ｑ２３で「あり」と答えた機関に質問。「あり」の理由は何か。 
 
 

 

 

 

 

 

Ｑ２５ 災害時医療情報に追加すべき機能，改善すべき機能は。 

（医）テレビ会議システム 

（医）宮城県救急医療情報システムは廃止して EMIS に統合が望ましいと考えます。 
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３ アンケート結果まとめ 

（１）救急応需情報提供機能 
  ・照会頻度については，「あまり照会しない」と答えた機関が多かった。 

・残すべき機能としては「空床情報」（３８／８８），「受入意思」（３５／８８），「対応可能診療科」

（３６／８８），「特になし」（３４／８８）と，ほぼ同数であった。 

・「機能を廃止した場合，業務上の支障が生じることはあるか。」の問いには，７５／８８が「なし」

と回答。 
 

（２）特殊診療情報照会機能 
・照会頻度については，「あまり照会しない」と答えた機関が多かった。 

・残すべき機能として「特になし」（６５／８３）が一番多かった。 

・「機能を廃止した場合，業務上の支障が生じることはあるか。」の問いには，７９／８６が「なし」

と回答。 
 

（３）後方病床照会機能 
・照会頻度及び入退院調整者一覧については，「あまり照会しない」と答えた機関が多かった。 
・残すべき機能として「特になし」（５２／８２）が一番多かった。 

・「機能を廃止した場合，業務上の支障が生じることはあるか。」の問いには，７３／８０が「なし」

と回答。 
 

（４）災害時医療情報提供機能 
   ・訓練時や災害発生時に使用するツールとして，「県システム」が一番多かった。 
   ・残すべきと考える機能は，「フリーコメント」（４４／５７）が一番多かった。 

・「ＥＭＩＳにはない独自機能を廃止した場合，業務上の支障が生じることはあるか。」の問いに

は，５３／７１が「なし」と回答。 
 
 


